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議員　令和６年３月から、戸田公園駅西口駅前高架
通路においてベンチやストリートピアノなどを設
置し、市民の憩いの場として有効活用する実証実
験を行っていた。結果や本格運用について伺う。

都市整備部長　実証実験に関するアンケート調査結
果はおおむね好評であったことから、同様の活動
を行いたいとのお話しを頂いた際には「道路の占
用の許可」が行えるよう準備を進めている。

議員　現在市内の小学校金管バンドが多く休止して
いると聞いている。子供たちにとって小学校の頃
から楽器に触れられる貴重な機会であり、歴史あ
る金管バンドの復活を望む声が数多くある。復活
に向けての課題は。

教育部長　平成 31 年に出された国の働き方改革の
指針において、教師の勤務時間外に行う練習や指
導の削減、見直しが求められている。中でも金管
バンドは指導者の確保や運営面など負担が大き
かった。

議員　地域全体で子供たちが音楽文化や芸術に触れ
られ学べる環境づくりを。

議員　能登半島地震では、介護が必要な高齢者や障
害者ら「要支援者」を受け入れる福祉避難所の開
設がなかなか進まなかったとのこと。水害や地震
災害の人的被害は、これまで高齢者や障害がある
人たちに集中しており、災害関連死をなくす取り
組みが必要。「避難行動要支援者避難支援制度」、「福
祉避難所」の現状と課題を伺う。①避難行動要支
援者避難支援制度の現状は②ケアマネジャーなど
による専門職を活用した個別避難支援プランの作
成を③福祉避難所は、高齢者や障害者など避難所
生活で特別な配慮を必要とする人を受け入れ対象
としている。運営について当事者や関係者を含め
た声を聞き、備蓄の増強や訓練の実施を。

危機管理監　①令和６年４月１日現在の対象者数は
1 万 5,010 人に対し、登録者数は 309 人②関係
部局と連携し、福祉専門職の関わりについて調査
研究する③さまざまな事情を持つ人に特化した備
蓄品や意見を聞くことは重要である。関係部局と
連携し、訓練の実施方法などを検討する。

議員　福祉防災に関するガイドライン作成などによ
り、市として業務の効率化、職員の負担軽減につ
ながる。要支援者に必要な支援が届くような取り
組みを進めるよう要望する。
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福祉避難所を知っていただく
ための取り組みを

これから４年間しっかり励んで
まいります！

子供たちに豊かな音楽体験を 市職員による福祉避難所訓練

 

※住民組織がかぎを
　取りに行きます
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議員　物価高騰に賃金の値上げが追い付いていない
ことや年金額が少ないこと、また事業者からも運
営が厳しいとの声がある。市民生活や事業運営へ
の支援を①上下水道料金基本料金の減免を②敬老
祝品の増額を③運送業者に対するガソリンなどの
補助を④保育園・幼稚園の給食食材費への支援を
⑤こどもの居場所事業（ボランティア団体）に対
する支援を。

各部長　①減免の実施は困難②高齢者施策全体のバ
ランスを考えながら検討する③県が運送事業者へ
の補助を実施予定④県の補助事業の活用を検討す
る⑤こどもの居場所ネットワークで企業と団体の
橋渡しを行う。

議員　長引く物価高騰で市民は疲弊している。①市
民や市内事業者全体にいきわたる支援を②高齢者
が健康を保つための支援を③他市を参考に独自の
上乗せを④補助する場合は円滑な給付を⑤ボラン
ティア団体の声を聞き課題解決を要望する。

その他の質問  　　　　　　　　　　　　　　　
Q tocoバスの高齢者・障害者への運賃無料化を。
A 公共交通機関の経営と密接に関わるため慎重

に判断していく必要がある。

議員　和光市では高齢者を対象として一つのマン
ションと社協、福祉施設が連携した鍵の預かり
を行っており緊急時の対応にも成果を上げている。
見守りの一環として有効だが、市の見解を伺う。

健康福祉部長　緊急時安否確認事業は、社協と協
定を結んでいる高齢者施設などが同意を得たマン
ション住人の鍵を保管し、緊急時などにマンショ
ン住民組織が協定先の施設に鍵を取りに行くこと
ができる。住民組織の相互理解や合意形成、協力
施設との関係構築などが必要となるが、見守りサー
ビスとして一定の効果があると考える。本市にお
ける高齢者の見守りサービスとして、緊急通報で
きる機器を無償で貸与する「高齢者緊急時連絡シ
ステム事業」を実施しており、基本サービスとな
る緊急通報や月１回の「お伺い電話」に加え、委
託事業者がキーボックスの暗証番号を記録し、救
急要請時に消防へ伝達する対応も行っている。

議員　高齢者緊急時連絡システム事業と組み合わせ
て活用できるので、導入の検討を要望する。

その他の質問  　　　　　　　　　　　　　　　
Q 市職員地域手当の支給割合見直しへの対応は。
A 人材流出防止のためにも現行支給率を維持。
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サービス
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社協、福祉施設、民間の連携がポイント

物価高騰で何を切り詰めたら
いいのかわからない！！
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素早い対応が可能な
システム構築を！

戸田市の豊かな財政で、
市民生活に潤いを！


